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研究発表の様子

絶滅危惧種　トゲナベブタムシの生態解明

開会式では、多くの来賓があり、隣接しているポスター発表の会場では、多くの参加校が発表ポスターを掲示しました。姫
路飾西高等学校はちょうど真ん中に位置しているパネルでポスターを掲示し、その前の長机には、トゲナベブタムシを展示
しました。

自然科学部が現在研究している絶滅危惧種「トゲナベブタムシの生態解明」について、どのような繁殖方法を営み生活環を
もっているのか、何をエサとして生活しているのか、分からないことの多い生態を、現在調査・研究している内容について
詳しく説明をしました。
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発表の方法を工夫し、分かりやすい説明をしました。質疑応答では多くの参加者から沢山の質問を受け、現在までの調査で
分かっていることを説明しました。アンケート用紙には、さらに詳しく研究してほしいとの要望がありました。
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